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令和５年度決算認定
水上村へのふるさと寄付金９億円超！
寄付金額は県内８番目

令和５年度一般会計の歳入は前年度比約３％減

ふるさと寄付金とは、自分の選んだ自治体に寄付（ふるさと納税）をすると、寄付額の 2,000
円を超えた部分が所得税と住民税から控除される制度です。昨年度は、ふるさと納税ルールの
変更などにより前年度比 2.5 億円減少したものの、引き続き好調を維持しています。
　本村への寄付額は、直近の５年間をみると以下のとおり大きく増加しています。このお金を
使って村が進める地方創生事業を中心に、様々な事業を行うことができます。

直近５年間の推移
令和５年度 9 億 7,128 万円
令和４年度 12 億 3,003 万円
令和３年度 1 億 3,238 万円
令和２年度 4,715 万円
令和元年度 2,991 万円

令和５年度の寄付金額を近隣の自治体と比較
水上村 9 億 7,128 万円
人吉市 4 億 1,609 万円
多良木町 1 億 9,435 万円
あさぎり町 1 億 873 万円
湯前町 8,112 万円

令和５年度の一般会計歳入総額は 62 億 2,960 万 7 千円で、対前年比 2 億 291 万 6 千円
（3.15％）減少しました。

0 2 億円 4億円 6億円 8億円 10 億円 12 億円 14 億円

ふるさと応援寄付金の決算額推移

令和４年度

令和５年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

12 億 3,003 万円12 億 3,003 万円

9億 7,128 万円9億 7,128 万円

1億 3,238 万円1億 3,238 万円

4,715 万円4,715 万円

2,991 万円2,991 万円

主な税金の収納率
・村民税 99.95％
・固定資産税 99.89％
・軽自動車税 100％

主な使用料の収納率
・公営住宅使用料 98.01％
・一般住宅使用料 98.15％

村税
2億5,390万円
4.08％

村税
2億5,390万円
4.08％

村債
5億3,465万円
8.58％

村債
5億3,465万円
8.58％

繰越金
6億9,531万円
11.16％

繰越金
6億9,531万円
11.16％

繰入金
4億2,759万円
6.86％

繰入金
4億2,759万円
6.86％

諸収入
1億424万円
1.67％

諸収入
1億424万円
1.67％

国庫支出金
9億6,532万円
15.50％

国庫支出金
9億6,532万円
15.50％

県支出金 1億8,975万円 3.05％県支出金 1億8,975万円 3.05％

地方交付税
18億7,333万円
30.07％

地方交付税
18億7,333万円
30.07％

分担金及び負担金
390万円 0.06％
分担金及び負担金
390万円 0.06％
使用料及び手数料
3,050万円 0.49％
使用料及び手数料
3,050万円 0.49％

地方譲与税 8,855万円 1.42％地方譲与税 8,855万円 1.42％
利子割交付金 3万円 0.00％利子割交付金 3万円 0.00％
配当割交付金 48万円 0.01％配当割交付金 48万円 0.01％
株式譲渡金 50万円 0.01％株式譲渡金 50万円 0.01％

地方消費税交付金
4,731万円 0.76％
地方消費税交付金
4,731万円 0.76％
環境性能割交付金
409万円 0.07％
環境性能割交付金
409万円 0.07％

財産収入
1,815万円 0.29％
財産収入
1,815万円 0.29％

寄附金
9億8,839万円
15.87％

寄附金
9億8,839万円
15.87％

法人事業税交付金
2267万円 0.04％
法人事業税交付金
2267万円 0.04％

歳  入

地方特例交付金
70万円 0.01％
地方特例交付金
70万円 0.01％

歳  入
62億2,960万7千円

人吉・球磨管内では断トツ！
県内では８番目に多い！
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一般会計の歳出総額５４億円はどう使われた？
歳出総額は前年度比約３億円減少

令和５年度の一般会計歳出総額は 54 億 3,255 万 1 千円で、前年度比 3 億 465 万 8
千円（5.31％）減少しています。令和５年度の主な事業（特徴的なもの）は以下のとお
りです。

総務費
・ふるさと寄附金事業 5億6,659万円
・400ｍトラック造成工事実施設計委託料
  3,615万円
・旧湯山小学校基本構想前調査委託料
  923万円
・価格高騰緊急支援給付金 3,762万円
・経済回復活性化事業 2,674万円
民生費
・さくらっこスマイルアップ事業補助金
  368万円
・出産・子育て応援給付金 60万円
・子育て世帯生活支援特別給付金事業
  281万円
衛生費
・新型コロナ感染症対策事業 669万円
・帯状疱疹ワクチン接種補助金 27万円
農林水産費
・森林環境譲与税基金積立金 5,260万円
・林業振興施設等整備事業補助金
  617万円
・飼料及び肥料価格高騰緊急対策事業補助

金 336万円

商工費
・市房山キャンプ場大規模改修工事
  2億844万円
・サテライトオフィス整備工事
  1,650万円
・宿泊業・食品製造業燃料高騰対策事業補

助金 62万円
土木費
・村道石舟五本松線道路改良工事
  5,514万円
・ふるさとマイホーム祝金 166万円
・戸建て木造住宅耐震改修等事業補助金
  66万円
教育費
・水上村小中一貫教育校増改築工事
  2億2,541万円
・スクールバス車庫改築工事 4,915万円
消防費
・河川ネットワークカメラ設置工事
  383万円
・古屋敷消防ホースポール新設工事
  185万円
災害復旧事業費 6億8,434万円

歳  出

総務費
24億4,104万円
33.07％

総務費
24億4,104万円
33.07％

民生費
5億1,949万円
7.04％

民生費
5億1,949万円
7.04％

農林水産費 3億5,986万円 4.87％農林水産費 3億5,986万円 4.87％

土木費
2億8,473万円 3.86％
土木費
2億8,473万円 3.86％

教育費
6億487万円
8.19％

教育費
6億487万円
8.19％

公債費
4億9,345万円 6.68％
公債費
4億9,345万円 6.68％

議会費 5,045万円 0.68％議会費 5,045万円 0.68％

衛生費 2億3,446万円 3.18％衛生費 2億3,446万円 3.18％
商工費
5億4,702万円 7.41％
商工費
5億4,702万円 7.41％

消防費
1億924万円 1.48％
消防費
1億924万円 1.48％

災害復旧費
17億3,249万円
23.47％

災害復旧費
17億3,249万円
23.47％ 歳  出

54億3,255万1千円
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定 例 会
月９　令和６年第３回定例会が９月13日（金）から18日（水）

の日程で開催され、条例改正３件、令和６年度各会計補正予算
６件、令和５年度各会計決算９件などが提案され、慎重に審議
した結果、それぞれ原案どおり決定した。

管理されない空家に指導・勧告

12月２日からマイナ保険証による受診へ

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案
第１号

水上村空家等の適正管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定

管理不全空家等に関する規定を追
加

可　決
（全員賛成）

議案
第２号

水上村国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定

マイナンバー法等の一部改正に伴
う条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更 マイナンバー法等の一部改正に伴

う規約変更
可　決

（全員賛成）

議案
第４号

人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更
及び規約の一部変更

一社）人吉球磨観光地域づくり協
議会への職員派遣終了に伴う規約
変更

可　決
（全員賛成）

議案
第５号 上球磨消防組合規約の一部変更 人吉球磨消防指令事務協議会への

運営経費に係る算定方式を変更
可　決

（全員賛成）

議案
第６号

工事請負変更契約の締結（村道石舟五本松線道路
改良工事）

村道改良工事に係る請負変更契約
を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第21号

水上村総合計画策定審議会条例の一部を改正する
条例の制定 審議会委員の構成を見直し 可　決

（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）

★議案第１号　水上村空家等の適正管理に関する条例の一部改正
　適切な管理が行われず、そのまま放置すれば特定空家に指定されるおそれのある空き家を「管
理不全空家」とする新たな区分が設けられました。管理不全空家が特定空家になることを防止す
るために必要な措置をとるよう、村が指導・勧告することができるようになりました。
　空家を所有する方にとって、ますます空家管理の必要性が問われることとなります。
※「特定空家」・・・１年以上誰も住んでいない状態で管理などがほとんどなされていない状態の家です。

★議案第２号　水上村国民健康保険条例の一部改正
★議案第３号　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更
　マイナンバー法の改正により、令和６年12月２日から現行健康保険証（令和7年7月31まで利
用可能）の新規発行が終了し、マイナ保険証による受診を基本とする仕組みに変わります。マイ
ナンバーカードを持っていない方、利用登録をしていない方は、村から送付される「資格確認書」
でこれまでどおり受診が可能です。
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杉
野
貴
文
議
員

令
和
５
年
度
は
減
債

基
金
が
９
，９
３
０

万
５
千
円
繰
入
れ
さ

れ
て
い
る
。
本
年
度

に
お
い
て
も
１
億
円

が
予
算
措
置
さ
れ
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
整
備
事
業
に
３
億

円
ほ
ど
の
過
疎
債
が

充
当
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
起
債
を
伴
う

大
規
模
な
事
業
投
資

の
予
定
は
。

本
年
度
、
ト
ラ
ッ
ク

整
備
に
６
億
５
千
万

円
、
旧
湯
山
小
学
校

の
改
築
関
係
に
４
億

円
の
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
過
疎
債

を
借
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
充
当

率
が
下
が
っ
て
き
て

お
り
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
を
充
当
す
る

考
え
で
い
る
。
今
後

も
適
債
事
業
に
努
め

た
い
。

山
崎
隆
浩
議
員

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
補
助
制
度

が
始
ま
り
数
年
経
つ

が
、
車
両
を
乗
り
換

え
た
場
合
は
機
器
を

載
せ
替
え
れ
ば
済
む

こ
と
で
あ
る
が
、
今

後
機
器
の
更
新
が
で

て
き
た
場
合
の
対
応

は
。

制
度
開
始
か
ら
５
年

が
経
ち
、
今
後
車
両

の
乗
り
換
え
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

シ
ス
テ
ム
更
新
な
ど

が
で
て
く
る
。
そ
の

場
合
は
補
助
要
綱
を

見
直
し
な
が
ら
拡
充

し
て
い
き
た
い
。

荒
嶽　

晋
議
員

８
月
の
台
風
10
号
の

際
、
避
難
者
に
備
蓄

品
が
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
と
聞
い
た
が

支
給
す
る
基
準
は
。

備
蓄
品
に
つ
い
て

は
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
３
日
も
つ

よ
う
に
備
蓄
し
て
い

る
。
通
常
、
避
難
さ

れ
る
際
は
自
宅
か
ら

持
参
さ
れ
た
食
料
で

対
応
し
て
も
ら
い
、

必
要
で
あ
れ
ば
買
い

物
や
自
宅
に
取
り
に

連
れ
て
行
っ
た
り
し

て
い
る
。
た
だ
し
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

総
務
課
関
係

令和５年度決算を全会一致で認定
古屋敷柳平線の現状を視察

　令和５年度決算審議が本会議で行われ、７つの課ごとに慎重に審議。最終日、各会計ごと
に採決した結果、すべての会計において全員賛成で認定しました。
　なお、主な質疑・意見等は、以下のとおりです。

初日に実施した現地調査の様子

2024
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米
本
宗
徳
議
員

有
価
証
券
運
用
配
当

金
５
１
６
万
２
，１

２
４
円
は
何
の
分
で

何
件
分
か
。

平
成
25
年
購
入
の
20

年
国
債
を
３
月
に
売

却
し
、
30
年
国
債
に

同
じ
額
面
５
億
円
で

入
れ
替
え
た
収
益
。

件
数
は
こ
の
１
件
。

荒
嶽　

晋
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
で
の
証
明
書
交

付
を
望
む
声
を
聞
く

が
、
本
村
で
は
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
球
磨
郡
の
町
村

で
導
入
は
あ
る
か
。

村
内
に
コ
ン
ビ
ニ
が

な
い
な
ど
の
理
由
で

検
討
し
て
い
な
い
。

熊
本
市
で
は
導
入
さ

れ
て
い
る
が
、
球
磨

郡
で
は
確
認
し
て
い

な
い
。

杉
野
久
志
議
員

昨
年
度
か
ら
新
た
に

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
補
助
が
始
ま

り
、
16
人
の
方
に
延

べ
28
回
分
の
接
種
補

助
と
あ
る
が
、
人
数

と
回
数
に
違
い
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

対
象
者
は
50
歳
以

上
。
１
回
接
種
で
済

む
生
ワ
ク
チ
ン
と
２

回
接
種
が
必
要
な
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
が
あ

り
、
人
数
と
接
種
回

数
が
異
な
っ
た
。
ま

た
、
２
回
接
種
の
方

に
年
度
を
ま
た
ぐ
も

の
も
あ
っ
た
た
め
。

山
崎
隆
浩
議
員

保
育
所
の
給
食
材
料

費
に
不
用
額（
20
万
円

以
上
）が
出
て
い
る

が
、
物
価
高
騰
に
よ

り
現
状
の
予
算
で
は

窮
屈
と
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

保
育
所
か
ら
の
給
食

材
料
費
不
足
の
話
は

な
く
、
年
齢
に
応
じ

た
栄
養
量
を
計
算

し
、
問
題
な
く
提
供

で
き
て
い
る
。

物
価
上
昇
に
は
十
分

注
視
し
、
今
後
も
子

ど
も
達
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。

山
崎
隆
浩
議
員

元
湯
温
泉
の
入
浴
料

収
入
が
増
え
て
い
る

理
由
は
。

昨
年
度
よ
り
１
，６

０
０
人
ほ
ど
増
え
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
後
の
観
光

客
増
加
に
と
も
な
う

も
の
と
考
え
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

テ
ン
グ
ス
病
や
老
木

化
に
よ
り
、
ダ
ム
湖

周
辺
の
桜
が
多
数
枯

死
し
て
い
る
。
早
急

な
対
策
が
必
要
と
思

う
が
、
年
間
の
改
植

予
定
本
数
は
。

令
和
４
年
度
か
ら
伐

木
、
新
植
す
る
方
向

に
転
換
し
、
昨
年
度

35
本
、
本
年
度
30
本

程
度
を
予
定
し
て
い

る
。
一
般
財
源
を
使

用
す
る
こ
と
も
あ

り
、
予
算
を
み
て
適

正
に
執
行
し
た
い
。

継
続
的
に
実
施
し
、

ダ
ム
湖
周
辺
の
桜
が

再
び
美
し
い
姿
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
整

備
し
て
い
き
た
い
。

杉
野
久
志
議
員

農
地
の
利
用
権
設
定

税
務
住
民
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

意
見

給食の様子（岩野保育所）

テングス病にかかった桜
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が
、
令
和
７
年
度
か

ら
農
業
公
社
を
通
じ

て
と
な
っ
て
い
る
が
。

現
在
は
貸
し
手
、
借

り
手
の
対
面
契
約

と
、
公
社
を
通
し
て

の
利
用
権
設
定
の
二

通
り
が
あ
る
。
法
律

改
正
に
よ
り
、
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら

は
公
社
通
し
一
つ
と

な
る
。
現
在
利
用
権

設
定
さ
れ
て
い
る
方

は
契
約
の
継
続
は
可

能
で
あ
り
、
来
年
４

月
１
日
以
降
の
契
約

か
ら
適
用
さ
れ
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

観
光
統
計
を
み
る

と
、
宿
泊
客
は
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の

効
果
で
上
昇
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の

日
帰
り
客
の
増
加
を

図
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
は
な
い
か
。

水
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
新
し
い
活
用
や
市

房
登
山
な
ど
、
水
上

村
の
秀
で
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
今
ま
で
以
上

に
Ｐ
Ｒ
し
集
客
増
加

に
努
め
た
い
。

杉
野
久
志
議
員

令
和
２
年
７
月
豪

雨
、
令
和
４
年
台
風

14
号
で
、
道
路
・
河

川
・
山
林
・
農
地
等

に
甚
大
な
被
害
が
出

た
が
、
治
山
や
砂
防

な
ど
の
対
策
は
。

県
の
事
業
と
し
て
、

宅
地
等
に
被
害
を
及

ぼ
す
よ
う
な
と
こ
ろ

は
治
山
ダ
ム
の
建

設
、
山
腹
の
復
旧
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

例
と
し
て
、
祓は

ら
い
ご
う
ば
し

川
橋

が
流
出
し
た
箇
所

は
、
上
流
部
に
国
と

連
携
し
大
規
模
な
治

山
ダ
ム
を
工
事
施
工

中
で
あ
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

馬
場
地
区
と
湯
山
覚

井
地
区
に
整
備
さ
れ

て
い
る
宅
地
分
譲
地

の
活
用
策
は
。

馬
場
地
区
に
１
区

画
、
湯
山
覚
井
地
区

に
３
区
画
残
っ
て
い

る
。
３
年
間
で
分
譲

で
き
な
い
場
合
、
別

の
用
途
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
参
考

で
は
あ
る
が
、
地
方

創
成
推
進
課
で
単
身

向
け
ア
パ
ー
ト
を
企

業
が
建
設
し
借
り
上

げ
る
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

マ
イ
ホ
ー
ム
祝
金
に

つ
い
て
、
27
年
前
か

ら
制
度
が
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
交
付
金

の
見
直
し
の
検
討
は
。

人
件
費
や
資
材
の
高

騰
も
あ
り
見
直
し
も

必
要
と
思
う
。
良
い

ア
イ
デ
ア
を
考
え
て

い
き
た
い
。

杉
野
貴
文
議
員

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に

つ
い
て
、
寄
付
金
額

が
令
和
４
年
度
と
比

べ
て
２
億
６
千
万
円

ほ
ど
減
額
に
な
っ
て

い
る
。
経
費
面
の
運

用
指
針
が
変
更
と
な

り
、
納
税
額
を
上
げ

て
対
応
す
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
減
額

の
要
因
は
。

令
和
５
年
10
月
の
改

正
に
よ
り
、
返
礼
品

の
承
認
基
準
が
厳
格

化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
人
気
で
あ
っ
た

返
礼
品
が
認
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
寄
付
金
額
を

建
設
課
関
係

地
方
創
生
推
進
課
関
係

流失した市房山登山口の祓
はらいごうばし

川橋

馬場地区の宅地分譲地
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引
き
上
げ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
で
、

金
額
面
で
の
魅
力
が

低
下
し
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
て
い
る
。

米
本
宗
徳
議
員

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
の
様
々

な
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
経
済
効
果
が

あ
っ
た
か
。

江
代
山
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
ト

レ
イ
ル
、
マ
ウ
ン
テ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

で
、
合
計
７
８
０
名

の
参
加
が
あ
り
、
約

４
０
０
名
が
宿
泊
さ

れ
た
。
エ
イ
ド
や
前

夜
祭
な
ど
で
水
上
村

の
特
産
品
や
食
事
等

の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
お

り
、
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
も
お
ら
れ
二
次

的
な
相
乗
効
果
も
出

て
き
て
い
る
。

小
川　

恵
議
員

昨
年
度
は
英
検
３
級

以
上
に
10
名
合
格
し

て
い
る
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
準
２

級
以
上
の
問
題
集
な

ど
が
ほ
と
ん
ど
学
校

に
用
意
さ
れ
て
い
な

い
と
聞
い
た
が
。

現
時
点
で
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
本
の

購
入
に
関
し
て
は
学

校
と
連
絡
を
と
っ
て

い
き
た
い
。

生
徒
の
意
欲
向
上
の

た
め
に
も
、
不
足
し

て
い
る
の
な
ら
購
入

し
、
上
を
目
指
す
環

境
を
整
え
て
あ
げ
て

ほ
し
い
。

杉
野
貴
文
議
員

昨
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
な
ぜ
か
。
ま
た
、

今
後
取
り
組
む
予
定

は
あ
る
の
か
。

学
校
統
合
に
と
も
な

い
、
授
業
日
数
の
関

係
や
先
生
方
の
負
担

も
あ
り
実
施
で
き
な

か
っ
た
。
今
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
は
大
切

な
授
業
の
一
つ
。
要

望
が
あ
れ
ば
、
学
校

と
協
議
し
予
算
化
し

た
い
。

教
育
課
関
係

意
見

Ａ「表紙の写真の答え：茂
もまがさきすいじんしゃ

間ヶ嵜水神社（ごしんさん）」
　茂間ヶ嵜水神社は、湯山馬場地区にあり、化け猫騒動の発端となった愛猫「玉

たまたれ

垂」を抱えて
玖
くげつぜんにょ

月善女が身を投じた茂
も ま が ふ ち

間ヶ淵にひっそりたたずむ神社。化け猫騒動の後、相良藩ではたた
りの恐ろしさから逃れるため市房山神宮、生

しょうぜんいん

善院（猫寺）、護
ごしん

神さんの３か所を参拝するよう
にと当時の藩主から命じられたことで「参
り」という風習が始まりました。その後、
市房山神宮は縁結びの神様「おたけさん」と
して、茂間ヶ嵜水神社は子どもの護り神「ご
しんさん」として厚く信仰されています。
　12月14日（土）、年に一度のお祭りが開
催されます。参拝されてはいかかでしょう
か？

「水上村有形文化財（水神社内神像 11種）」

学校にある問題集

以前行われていたプログラミング授業
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　歳入歳出予算の総額に1億2,245万9千円を追加
し、総額を51億200万円とするもの。令和6年災
農地等及び林道施設災害復旧工事費3,200万円、販
路拡大応援補助金2,000万円、耕畜連携体制緊急
整備事業補助金1,403万円、水上村ホームページリ
ニューアル委託料1,000万円、価格高騰緊急支援給
付金600万円などの事業が追加計上された。

令和６年度水上村一般会計
補正予算（第４号）

　歳入歳出予算の総額に1,040万円
を追加し、総額を51億1,240万円と
するもの。地域産物強化促進事業価
格高騰対策補助金540万円、令和6
年災林道施設及び公共土木施設災害
復旧費500万円などの事業が追加計
上された。

令和６年度水上村一般会計
補正予算（第５号）

　歳入歳出予算の総額に159万円を追加
し、総額を2億8,709万円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に2,434万3千円を追加し、総
額を4億2,944万3千円とするもの。ケアプランデー
タ連携システム事業費242万6千円、前年度事業の精
算に伴う国庫負担金などの返納金1,529万6千円など
が追加計上された。

令和６年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に2万3千円を追加
し、総額を922万3千円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に21万7千
円を追加し、総額を4,651万7千
円とするもの。

令和６年度水上村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

○各会計補正予算

臨 時 会回第 ４
　令和６年第４回臨時会が７月19日（金）に開催され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どお
り決定した。

○条例などの審議結果
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村教育長の選任同意について 原
は ら

崇
たかし

 氏（水上村出身）を選任 同　意
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額に 2,560 万円を追加し、総額を 49 億 7,954 万 1 千円とするもの。災害
復旧費 2,360 万円、熊本県消防操法大会費 138 万 8 千円などが追加計上された。
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農
林
商
工
業
の
す
べ
て
に
お
い

て
後
継
者
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
産
業
担
い
手
に
関
す
る
支

援
制
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長

　

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

（
国
）、
農
林
商
工
業
対
象
産
業
担
い
手

支
援
事
業
補
助
金
（
村
）、
林
業
従
事

者
育
成
強
化
事
業
補
助
金
（
村
）
が

あ
る
。農

業
振
興
に
お
け
る
国
庫
補
助

事
業
や
県
単
独
事
業
へ
の
取
組

状
況
は
。産

業
振
興
課
長

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事

業
、環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業
、

多
面
的
機
能
支
払
事
業
、
肥
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
事
業
、
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

補
助
事
業
の
ほ
か
に
事
業
を
拡

大
す
る
た
め
の
資
金
制
度
は
あ

る
か
。

৻
⥸
⾰
໧

Ｑ．産業振興施設等整備
　　補助金の今後は

Ａ．アンケートを基に
　　結論を出したい

村の現状！今後の見通しは !!

問問問 答答

答

杉野　久志 議員

産
業
振
興
課
長

　

一
例
で
、農
業
近
代
化
資
金
が
あ
る
。

対
象
者
が
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
、

ま
た
個
人
で
借
り
る
場
合
は
限
度
額
が

１
，８
０
０
万
円
、
償
還
に
つ
い
て
は

20
年
以
内
、
２
年
か
ら
７
年
の
据
置
き

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
金
利
に
つ

い
て
は
1.4
％
、
特
例
で
0.7
％
と
な
っ
て

い
る
。昨

年
、
産
業
振
興
施
設
等
整
備

事
業
の
効
果
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

結
果
と
今
後
の
取
組
み
は
。

産
業
振
興
課
長

　

農
業
振
興
施
設
関
係
は
、
43
事
業
体

に
交
付
。
林
業
振
興
関
係
は
本
年
度

（
ま
だ
実
施
中
）10
事
業
体
に
交
付
。
商

工
業
関
係
は
34
事
業
体
に
交
付
。
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
率
86
・
２
％
。
効
果
と
し

て
、
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
っ
た
、
店

舗
の
質
・
充
実
に
よ
り
集
客
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
な
ど
。
ま
た
、
今
後
の
経

営
に
つ
い
て
は
、
規
模
拡
大
、
品
質
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
、
観
光
客
に

魅
力
的
な
体
験
を
提
供
し
た
い
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。

産
業
振
興
施
設
整
備
関
係
の
助

成
に
つ
い
て
、
今
後
の
支
援
、

取
組
み
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

　

作
業
受
託
を
含
め
た
農
林
業
の
規
模

拡
大
、
生
産
物
や
お
客
さ
ん
の
満
足
度

の
向
上
や
品
質
の
向
上
な
ど
、
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。
財
政
面
ま
た
対
象
範

囲
な
ど
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
検
討
し
、

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答
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主軸事業の早期実現に向けて
地元選出国会議員へ要望書を提出　

　９月９日（月）から10日（火）にかけて、中嶽村長と本村議会は地元選出国会議員３名へ
要望活動を行いました。
　なお、本村の主軸事業を盛り込んだ「地域振興に係る提案及び要望書」の要望内容は以下
の10項目です。いずれも村民の生活に直結する喫緊の課題であり、早期実現が望まれて
います。

１．市房ダム湖周辺等整備
２．道路事業の整備促進
３．橋梁の長寿命化修繕
４．簡易水道施設整備
５．農業農村整備事業等の促進

 ６．森林整備事業の拡充強化
 ７．野生鳥獣類被害対策
 ８．家畜伝染病防疫体制整備
 ９．地域資源を活用した地域活性化に対する支援
10．教育支援活動等に対する予算及び支援員の確保 

自民党組織運動本部長 金
か ね こ や す し

子恭之 衆議院議員

国家公安委員会委員長 松
まつむら

村祥
よしふみ

史 参議院議員 総務副大臣 馬
ば ば せ い し

場成志 参議院議員

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は 12月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで



઎๺㧠ᐕ ��᦬   no.634 ��ᐢႎ

編
集
後
記

　

例
年
に
も
増
し
て
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
今

夏
、
熊
本
県
内
は
35
度
超
え
の
記
録
的
な
暑
さ

が
続
き
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
38
・
4
度
と
観
測

史
上
最
高
気
温
を
更
新
し
た
日
も
あ
り
ま
し

た
。熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
発
表
さ
れ
、

日
中
の
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
呼
び
か
け
も

目
立
ち
ま
し
た
。

　

長
引
く
残
暑
が
よ
う
や
く
一
段
落
し
、
待

ち
望
ま
れ
た
秋
の
訪
れ
。
と
思
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、「
秋
の
花
粉
」
と
「
秋
バ
テ
」
に

つ
い
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
耳
馴

染
み
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
秋
の
花
粉
症
は
、

『
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
』
が

原
因
と
い
わ
れ
、『
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻

づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
』
な
ど
が
主
な
症
状

で
す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
違
っ
て
飛
散
情
報

が
出
ま
せ
ん
。
秋
バ
テ
の
主
な
原
因
と
し
て

は
、『
1
日
の
寒
暖
差
と
夏
の
疲
れ
』
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
暑
く
て
湿
気
の
多
い
夏
か

ら
涼
し
い
秋
に
気
候
が
変
わ
る
こ
の
時
期
は

体
調
不
良
に
な
り
や
す
い
そ
う
で
す
。

　

秋
と
い
え
ば
、
旬
の
食

べ
物
や
花
、
紅
葉
、
〇
〇

の
秋
な
ど
イ
メ
ー
ジ
す
る

も
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
皆

さ
ん
は
、
ど
ん
な
過
ご
し

方
を
し
て
い
ま
す
か
？「
秋

の
花
粉
」
や
「
秋
バ
テ
」

に
気
を
つ
け
「
自
分
の
秋
」

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
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県境をまたぐ医療・消防を考える
西米良村議会・椎葉村議会と意見交換会

　10月３日（木）、椎葉村議
会・西米良村議会と上球磨
正副議長会との交流会が西
米良村役場で開催され、本
村議会からは議長、副議長
が出席した。
　宮崎県椎葉村と西米良村
は、上球磨地域と生活圏域
を共有する自治体であり、
グラフからも分かるとおり、
医療においては球磨郡公立多良木病院への入院患者も少なくない。消防についても上球磨
消防組合が県境まで救急出動することもある。
　当日は、球磨郡公立多良木病院、上球磨消防組合からも出席があり、医療と消防につい
て近況をそれぞれ報告し、共通する課題について議論した。

球磨郡公立多良木病院が受け入れた入院患者数の推移

令和元年度 令和２年度 令和3年度 令和4年度
椎葉村西米良村

令和5年度

184

312
226

587

264

406
340

622700
600
500
400
300
200
100
0

331 300

大災害からの教訓を活かす
危機への対応はできているか

　８月27日（火）、町村議会正副議長研修会がオン
ラインで開催され、本村議会から５名が参加した。
　８月８日（木）に日向灘を震源とする地震の発生
から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されたが、
南海トラフ地震の発生確率は、マグニチュード８
から９クラスが30年以内で70％～80％と非常に
高い確率となっている。
　本村は「南海トラフ地震防災対策推進地域」に指

定されており、大災害からの教訓を学び、活かさなければならない。
○講演
　「大災害からの教訓 ～熊本で備える～」
　　防災危機管理アドバイザー（元岩手大学地域防災研究センター教授）　越

こ し の

野 修
しゅうぞう

三　氏

オンライン研修の様子


